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ネット時代の子どもたち

情報に流されない
自分らしさを育てるために



子どもにいつスマホを与えるかは、現在の保護者にとって大きな決断です。

家族の連絡用に持たせれば便利ですが、それと同時にＳＮＳのトラブルや

ゲームのやりすぎ、犯罪やいじめなど、不安を抱えることにもなるからです。

そこで、子どもをスマホやネットの危険から守り、安全に安心して使える

ように、危険性を伝えてルールを守らせる方法※1が注目されています。

２１

危ないからダメ！
必要ないでしょ？

連絡できたら便利だけど、
トラブルは困るな～

ルールを決めて守ら
せれば安全よね！

ルールを決めて守らせることで、事件やトラブルから身を守ることは出来

るでしょう。しかし、そこまでしてなぜ高性能なスマホを与えるのでしょう

か？子どもの生活に役立つようなスマホの指導は出来ているでしょうか？

他に連絡手段が無いし、
持たせれば私も安心で
きてうれしいな。
みんな持ってるのに、
うちの子だけ持たせな
いのはどうなの？

私が子どもの頃は無
かったものだから、
どうやって教えたら
いいの？
使いながら子どもが
自分で覚えるでしょ。

Ｑ：お子さんにスマホを与える理由は？

Ｑ：生活に役立つ指導はできますか？

いまさら子どもからスマホを取り上げることはできない。

危険性を伝え、ルールとマナーを守らせて安全に使わせよう。

スマホを使うために考えるのではない。

成長を促し、スマホが使える人になるために考えよう。

ス マ ホ が 使 え る 人 の 特 徴 は ？

所持率２０％ 所持率４０％ 所持率６０％

私達はなぜスマホを使うのでしょうか？それは、自分にとって必要な人や

情報とつながることで、様々な面で生活の質が上がるからです。私たちはス

マホを使うために生活を変えるのではなく、自分の生活のためにスマホを使

うはずです。同じように子ども達も、自分らしく毎日を過ごすことで、主体

的にスマホが使える人になっていくと考えてみましょう。

スマホは操作方法やアプリの理解より、伝え合う内容や目的が重要※2です。

スマホ使用時に必要な思いやりや責任感、助け合いの精神などは、スマホを

使って学ぶよりも、実生活の中で体験的に得られることの方が多くあります。

達成感から自信を得る

体ᮣからबられるもの

学びの楽しさに気付く感動体験

失敗から学ぶ

人の優しさに触れ感謝する

スマホを使ǲҸ

目的意識

向上心

子どもにȊȯȬをɾƢる᤮ᦻǉ㛠 Ȋ ȯ Ȭ Ʀ ͺ Ƣ る ̀ を ᫰ ེ Ƴ

スマホ＝スマートフォンの略。ネット接続端末の一種で、現在最も普及している高機能情報端末。
※１＝いじめや犯罪被害防止、生活の乱れを防ぐ目的などで作られる行動規範。「ネット上に個人情報を書き込まない」
「悪口を伝えない」「夜1�時になったら使わない」など。家庭のみならず、学校や自治体で取り組むことも多い。

ネット＝インターネットの略。スマホや2%等とネットワーク上のコンピュータ
サーバー）をつなぐ通信網のこと。
※２＝スマホは手紙や電話と同じ「情報を伝える道具
メディア）」。スマホの使い方とは、言葉選びや伝える目的を
考えることであり、これは使用者の思考力や社会常識、表現能力など他者と関わる能力に依存する。

自分の意見を

持っている

寛容である

優しさがある
責任を理解

している

冷静に話し合う

ことができる

験
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いつでもʚどこでもᣱȥる。

ൾ々と୫しいものが೾しめて

ጢわりがない。ɲマりやすい

ゲームが多くႾみつきになる。

ᤇࢶなᠪ᪸を保つのが᪹しい。ୗݻでのやり

取りでは感情的な会話は᪹しい。自ࡰ中心的

なশϱによるᝉ解が̌いの関΍を悪ӳさせる。

った時に保護者やスマホにᬱり過ぎることで、自分で考えて行動ظ

することや、ߠさな۱୆ጩ験、責任を自᛭する機会が຅っている。

利便性や݆೾性にຫたされた生活では、ཞෑ力な子になりやすい。

子ども᤮ߺから社会のᩕ

にᄩ接つながる。

一ࢶ作った関΍をѾるこ

とが᪹しく、立ちᄩりの

機会が܍われる。

出来心でしたことが、

大きなבᬵになりやすい。
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いつでもʚどこでもᣱȥる。

自立のבᬵと考えてみてくȌさい。すると、子ども達のネット利用がבᬵになりや
すい理由も、トラブルのԭصや考え方も、身ᢷな日常のבᬵとしてતえることがで
きるようになります。

スマホを通じて行うコʂュɮɔーɚʊンや情報Ղ᪫方法には、実社会とはႝなる
ཋが多くあります。そのため、スマホ利用のבᬵにはᶽ᷈スɐルやߕᨸᅦ識が必要
と思いがちです。そこでスマホ利用のבᬵを、使う人の社会的なスɐルや精神的な
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スマホは、よりᓒい生活をᣊ

るための手ඵの一つと考える。

スマホは、ᩂ᣻った使い方を

しなければ便利なྺと考える。

ɤʆットを使っていてݞな思いをした子がいる時、それをいじめと考える

か、関わり方の学Ꮻ機会と考えるかで、ॅߒが変わります。

子どものスマホ利用の指導も、᠙こしてしまったבᬵのѫ理やпჵ防止に

注目するڕ合は、出来事を考えるᛪཋが重要になります。子どものよりᓒい

成長に注目するڕ合は、目的を考えるᛪཋが重要です。

思いやりや責任感は、実体験から学ぶことが

多くあります。他人とҜիきに関われる人は、

スマホを使っても人に感動やࢢせを与え、生活

を឴かにしていきます。

感គと助け合いの精神をᐺみ
自ߜ心や責任感を高める

子どもの理解力や生活力に
ᤇした利用ၑڭを୑える

㛗

ͣとなくइたりҜと思っているものにႬבを

持ってみましょう。多様な情報の中から自分の

ቸえを生み出しましょう。ྺ事をᜧ΅する目を

᭠えば、情報にูされにくくなります。

Ⴌבを持ち考えるܺӛを高め
ྺ事をᜧ΅する目を᭠う

子どもの理解や自Ґ心にはᩱႈがあります。

そのᩱႈをᛧ೹め、情報をҐᩱしたりルールを

決めて子どもの成長や日々の生活をᛧ守ったり

することは、大人の責ӕです。

ͣのためにスマホを使うのか？

その子の成長に合わせて、よりᓒ

いコʂュɮɔーɚʊン手ඵを考え

るために話し合います。

߁よߩてどߓをㅢࡎࡑࠬ
？かなߩߊᚑ㐳していߦ

「ͣのために使うの？」

「生活に役立ってる？」

「？しは成長したかなߡ」

「どうしたらよかった？」

「どこでᩂ᣻えた？」

「ᝐが悪かった？」

ど߁したらህなᕁいをし
なߊてᷣࠎだߣᕁ߁？

どうしたら安全にスマホが使え

るのか？被害を防ぐための方法を

考えながら、悪いことをしないよ

うに話し合います。

ネット時̹とは、ᝐもが社会の主役として話し合いにԺһし、助け合い、

多様性を᜿め合う時̹です。឴かなネット社会をኟく子ども達のఉ来のため

に、これまで̻上に子ども達の成長を促すことが、私たち大人のӕめです。

トラブルのߒѫやشᤓ方法をᅦるȌけでは、ネット社会をჵࠁさ

せていくには不Ԇ分です。リスクとիき合い、בᬵのఋ質を考え

られる人ఛᐺ成が、ఉ来のבᬵを防ぎ、よりᓒい社会をኟきます。
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感 動 す る 実 体 験 の 機 会 を 増 や そ う

子どもの意見や主張にしっかり向き合おう

子 ど も と 一 緒 に 考 え る 姿 勢 を 持 と う

数えきれないほどのゲームや動画コンテンツ、いつまでも

続く友達との会話、たくさんの不確かな情報に流されやすい

毎日。そんなネット時代を生きていく子ども達には、自分に

自信を持ち、感動のある良質な時間の過ごし方を考え、自分

らしく生きていく主体性を育むことが不可欠です。

闇雲にネットを避けるのではく、利便性や快適さに甘える

のでもなく、子どもの育ちに寄り添いスマホの使い方を一緒

に考える大人の姿勢が求められています。

ネット時代の子どもたちのために


